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文教厚生委員会 行政視察報告書 

 

                          令和 7年３月１７日 

 

 狭山市議会議長 

  太田 博希 様 

 

文教厚生委員会 

委員長 三浦 和也 

  

 

 当委員会は、下記のとおり、神奈川県大和市を視察して参りましたので、その概

要について報告します。 

 

記 

 

 日  程  令和７年２月６日（木） 

 

 視察事項  大和市文化創造拠点シリウスについて 

                         

 参 加 者  三浦 和也   船川 秀子   内藤 光雄  金子 広和 

大沢えみ子   丸橋 ユキ 

        

 同 行 者  關根 浩由 生涯学習部次長   

       田口 裕昭 中央図書館長  

 

 随 行 者  増田 哲也 担当書記 
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神奈川県大和市 

[市制施行]昭和３４年２月１日 

[人 口] 244,098 人 

[面 積]  27.09 ㎢ 

[概 況] 県のほぼ中央に位置し、東京都町田市とも隣接。市域は南北に長く、

平坦地が続く。綾瀬市とまたがって厚木基地が所在し、滑走路は本市にある。鉄

道３路線・８駅があり、市域のほとんどが駅まで１５分の徒歩圏にあり、全ての

駅からコミュニティバスも運行。２０２３年には相鉄線・東急線が直通に。市内

には３つの図書館があり、「図書館城下町」を発信。 

 

【視察項目】 

大和市文化創造拠点シリウス 

 

【視察内容】 

大和市文化創造拠点シリウス  

図書館、芸術文化ホール、生涯学習センター、屋内こども広場を中心とした 

文化複合施設 

 

●交付金の活用 

①防衛省から航空機の騒音緩和を目的として交付される「防衛施設周辺民生安定

施設整備事業補助金」 

②生活環境または開発に及ぼす影響の緩和を目的として交付される「特定防衛施

設周辺整備調整交付金」 

 

●建設までの流れ 

昭和 56年頃 再開発から周辺整備事業の話が持ち上がるが、 

バブル崩壊と共に中断 

平成 6年～平成 11年 回遊性を生かした再開発の検討  

平成 18年 都市計画検討  

平成 21年 公益施設を主体とした事業計画の提案 

平成 23年 大和市文化芸術振興基本計画の策定→パブリックコメント 

平成 24年 再開発組合と保留床に係る覚書締結 

平成 25年 公益施設管理運営基本計画の策定→パブリックコメント 

平成 25年 公益施設管理運営検討支援業務のプロポーザル実施 

平成 26年 指定管理者の公募 
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平成 28年 7月 再開発ビル竣工、管理組合設立 

平成 28年 10月 大和市文化創造拠点の愛称を「シリウス」に決定 

平成 28年 11月 施設開館、開館記念式典を開催 

  

●施設概要 

○指定管理者 

やまとみらい 

（図書館流通センター、サントリー、集英社、明日香、ボーネルンド、横浜ビ

ルシステム） 

 

１階 メインホール、サブホール、ギャラリー、カフェなど  

２階 図書館、市民交流ラウンジなど            

３階 げんきっこ広場、保育室、相談室、こども図書館など    

４階 健康コーナー、健康テラス、シアターブースなど 

５階 情報検索コーナー、読書室、点字図書室など   

６階 会議室、講習室、市民交流スペースなど 

 

○９５％ 行政所有 

 ５％  民間所有（神社、コンビニエンスストア、クリニック） 

 

●文化創造拠点シリウスの特徴 

 ①全館が図書館であること。 

  ○図書には ICタグが付いているため、どこで借りてどこで読んでも良い 

  ○１階～５階には自動貸出機が設置 

 

 ②市民の居場所づくり 

  ○全館で１，０００席ある。 

  ○ほとんどのスペースで多少会話しても良く、飲食できる席もある。 

  ○２階には上質で快適な家具等が揃ったくつろぎ空間の有料スペースがあ

り、チケットを購入して入場できる。 

  ○３階は「こども」を対象としたスペース 

こども図書館、こどもが遊べるコーナー、育児相談室も整備。 

   ○４階は健康コーナーとして、健康テラス、健康見える化コーナーの設置 
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③利用人数 

    平日平均  ８，０００人 

    土日平均 １３，０００人 

 

  ④勉強するための利用が増え、７７席増やした。 

   

⑤高齢者向けには文化祭を開催し、２，０００人ほど集まった。 

 

【主な質疑】 

Q：開館当時からの変更点や改善点は？ 

A：年間の利用人数の予想を１００万～１５０万人としていたが、３００万人に

来場した。最高一日１８，０００人。 

そのため、席数を増やしていった。しかし、図書館として席を増やしすぎない

ように考えながらしている。 

利用者は、３分の２が市内、３分の１が市外。 

半径 1.5ｋｍ圏内に１５校の学校がある。そのため、受験やテスト前には貸し

室を開け、席を増やすようにしている。 

２階に市役所連絡所があるため、会議室は、選挙時には期日前投票所として利

用。 

スタッフは１７６名。３交代勤務。 

ホールは音響が漏れないような設計で、９０％稼働している。 

 

Q：これだけ大きいと利用者が図書を探しにくいのではないか？ 

A：３～５階にはレファレンスがあり、検索機も各階に２台設置されている。 

 

Q：館内を見学し、かなり自由裁量で運営していると印象を受けた。指定管理だ

と決められたものしかできないと思うが、裁量があるのか？ 

A：館長会議を月１回開催。行政２部３課と一緒に行い、運営に生かしている。  
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説明を受ける 

シリウス前にて 


